
■地区クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー（CLLS） 

                     第 1 分科会 

 

地区会員増強委員会         藤盛公之（大館北） 

 

ロータリーとは（簡潔版） 

 職業を通じて社会に貢献する人々の国際ネットワーク。 世界中の地域で活動するリーダーが「よりよい世

界をつくる」ために協力している。 

3 つの特徴 

1. 職業奉仕 自分の利益より社会貢献を優先し、専門知識を活かして地域・世界の課題解決に取り組む。 

2. 信頼でつながる仲間 高い倫理観を持つ異業種のリーダーが集まり、友情と信頼を深めながら成長する

場。 

3. 行動する国際ネットワーク 世界 200 以上の国と地域に広がる大規模な組織。 

 

 

地区公共イメージ委員会      岡本啓一（秋田） 

● 1. 地区ホームページについて 

 URL：http://rid2540.com/ 

 地区 LINE や地区 Facebook からもアクセス可能。 

 ホームページでは、地区の主要活動や各種委員会の情報をまとめて確認できる。 

● 2. 地区 LINE での情報共有 

 QR コードから友だち追加して参加できる。 

 LINE を通じて、地区内の情報をリアルタイムで受け取れる。 

 配信される主な内容： 

o 地区イベント案内 

o 店舗紹介 

o 委員会からの報告 

o RI（国際ロータリー）からの情報 

o 奉仕活動の報告 

o 活動報告用の様式ダウンロード 

o 例会報告 

o 地区ニュース 

o  



● 3. ホームページで確認できる主な情報 

 米山奨学会関連 

 青少年奉仕 

 国際奉仕 

 職業奉仕 

 社会奉仕 

 地区大会情報 

 地区内外へ発信したい情報がある場合は、PDF をメールで送付することで掲載可能 

o 送付先：rid2540weeklyreport@gmail.com 

■ 全体のポイント 

 LINE は速報性の高い情報共有ツールとして活用。 

 ホームページは体系的な情報の蓄積・公開の場として機能。 

 地区内のクラブや委員会が、情報を発信しやすい仕組みが整えられている。 

 

 

■ RLI（ロータリー・リーダーシップ・セミナー）  

桑原 透（秋田） 

クラブ向け説明資料 

1. RLI とは 

RLI（Rotary Leadership Institute）は、ロータリーのリーダーを育成するための研修プログラムです。 会長・幹事だけ

でなく、幅広い会員が参加でき、クラブ運営や奉仕活動の理解を深めることを目的としています。 

2. 参加するメリット 

 ロータリーの理念・歴史・組織を体系的に学べる 

 クラブ運営に必要な知識や考え方が身につく 

 会員同士の交流が深まり、クラブの活性化につながる 

 将来のクラブリーダー育成に役立つ 

3. 研修内容（例） 

 ロータリーの目的と価値 

 奉仕活動の進め方 

 クラブ運営の基本 

 会員増強・公共イメージ 

 リーダーシップとチームワーク ※地区 RLI 委員会が内容を企画・運営します。 

4. クラブとしての活用方法 



 年間研修計画の一部として位置づける 

 新入会員・若手会員の育成に活用 

 次年度役員の事前研修として参加を推奨 

 参加者の学びをクラブ内で共有し、活動の質向上につなげる 

5. 実施体制 

 地区 RLI 委員会が主催 

 クラブ会長・研修リーダーと連携して実施 

 参加案内は地区から随時配信 

6. まとめ 

RLI は、クラブの未来を担うリーダーを育てるための重要な研修です。 クラブの活性化、会員の成長、奉仕活動の

質向上に直結するため、積極的な参加が推奨されます。 

 

 

■ロータリー行動計画       嶋田康子 PG（秋田北） 

資料 1：ロータリー行動計画・クラブ推進リーダー関連 

 行動計画（アクションプラン）は、ロータリーのビジョンを実現するための指針。 

 RLI では「3 年ローリングゴール」に基づき、行動計画を整理。 

 ゾーン・地区に行動計画推進リーダー（チャンピオン）を配置。 

 クラブ推進リーダーの役割 

o 会員の意識を変え、クラブを活性化する 

o 新しい意見を取り入れ、マンネリを防ぐ 

o 参加したくなるクラブづくりで離脱者を減らす 

 退会者・長期欠席者への考え方 

o 怠けではなく、クラブ側の課題のサイン 

o 会長だけで抱えず、会員全体で受け入れ・支援 

 ロータリーのビジョン 

o 人びとが集い、行動し、世界に変化を生むことを目指す 

궸궹궺궻 資料 2：衛星クラブ（Satellite Club）について 

 衛星クラブとは 

o 8 人から設立可能 

o 親クラブに属しつつ活動（独立も可） 

o 財務は親クラブに含まれる 

 目的 

o インパクトある活動を生み、クラブ・地区を変える力を持つ 

 設立のヒント 

o 会員の家族・後継者、ボランティア志向の人などを集める 

o 目的別（ボランティア・趣味など）で作るのも有効 



 必要経費の例 

o 入会金 1,500 円、年会費 15,000 円、その他 2,000 円 → 合計 18,500 円 

 まとめ 

o 衛星クラブは柔軟で作りやすく、新しい層の参加を促す仕組み 

 

会員増強に成功したクラブ、減少したクラブからお話を聞く 

7 月 1 日に 1,100 名超えないと合併の憂いに合う。 


